
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 新潟リハビリテーション大学 

設置者名 学校法人北都健勝学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

医療学部 
リハビリテーシ

ョン学科 

夜 ・

通信 
24   24 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 新潟リハビリテーション大学 
設置者名 学校法人北都健勝学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社役員 
2021.4.1～ 

2024.3.31 
経営計画の策定 

非常勤 
会社役員 

商工会議所会頭 

2021.4.1～ 

2024.3.31 
地域連携 

（備考） 

その他 外部理事 1名（非常勤 医療機関職員 2021.4.1～2024.3.31 同窓会連携） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 新潟リハビリテーション大学 

設置者名 学校法人北都健勝学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

シラバスについては、本学学部教務委員会が作成した「シラバス作成マニュアル」

に基づき、授業の方法、授業の内容、年間の授業の計画、到達目標、成績評価の方法・

基準、授業時間時間外に必要な学習の内容等について、科目担当教員が作成している。

また、実務経験のある教員等による授業科目については、その旨も記載している。 

作成後のシラバスデータは、システムの年度更新時（3 月末）に、学内者のみが閲覧

可能なポータルサイト上で公開するのみならず、広く一般の方々が閲覧可能な本学ホ

ームページ上のサイトで公表している。 

授業計画書の公表方法 https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

  
授業科目の学修成果の評価については、「取り組む力・知識」、「思考・推論・創造の

力」、「コラボレーションとリーダーシップ」、「発表力」、「学修に取り組む姿勢」の 5

つの評価指標を軸に、試験、レポート、成果発表等、あらかじめシラバスにて明示し

た評価方法・基準にて、科目担当教員が行っており、その結果をもって単位の授与・

履修の認定を行っている。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

本学学則及び履修規程により、授業科目の成績は、次の基準により判定し、評価お

よびポイントを設定している。 

 

 
上記のポイントをもとに、下記算出式に基づいて履修科目のアベレージ（ＧＰ

Ａ）を算出し、学期毎に総合成績評価を行っている。 

 

［ＧＰＡ算出式］ 

 ＜期別ＧＰＡ＞ 

 （当該学期に評価を受けた科目で得たポイント）×（当該科目の単位数）の合計  

          当該学期に評価を受けた科目の単位数の合計 

 ＜通算ＧＰＡ＞ 

 （当該年度に評価を受けた科目で得たポイント）×（当該科目の単位数）の合計  

          当該年度に評価を受けた科目の単位数の合計 

 

なお、成績基準や GPA算出式等については、本学ホームページにて公表している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

卒業認定・学位授与の方針については、本学ホームページにて公開している。 

卒業認定については、最終年次に修得単位数を学部教務委員会・教授会にて確認し、

卒業要件単位数を満たしている者について、学長が卒業を認定している。 

［卒業認定・学位授与の方針］ 

＜理学療法学専攻＞ 

1.理学療法士として高い倫理観と持ち、医療従事者としての使命感を自覚し、常に

対象者に寄り添うことができるもの。 

2．理学療法士として必要な知識・技術を有し、卒後も常に専門領域の向上と発展に

惜しみなく努力を続け、他職種と協働しながら地域の医療・福祉に貢献できるも

の。 

3．理学療法士として常に探求を続け、国際的・学術的な視点で理学療法の発展に寄

与できるもの。 

 

 点数区分 判定 評価 ポイント 

（１） 90点以上 合格 ＋Ａ ４点 

（２） 80点以上90点未満 合格 Ａ ３点 

（３） 70点以上80点未満 合格 Ｂ ２点 

（４） 60点以上70点未満 合格 Ｃ １点 

（５） 60点未満 不合格 Ｄ ０点 

 



  

＜作業療法学専攻＞ 

1．作業療法士として高い倫理観を持ち、医療従事者としての使命感を自覚し、対象

者の想いに寄り添いながら、対象者にとって意味のある作業を賦活することので

きるもの。 

2．作業療法士として対象者をめぐる他職種と協業しながら対象者の地域生活を支

え、地域社会に貢献することのできるもの。 

3．作業療法士として必要な知識・技術を有し、卒業後も作業療法へのあくなき探究

を続け、国際的・学術的な視点を持ち、作業療法の発展に寄与できるもの。 

 

＜リハビリテーション心理学専攻＞ 

1．社会人として高い倫理観をもち、他者と自己とのかかわりを自覚し、人間の心に

対する深い理解をもって他者に寄り添うことができるもの。 

2．学修してきた心理学的知識・技術を有し、人間が抱える心の諸課題に対し最善の

方策を講ずるべく誠意をもって努力し、地域社会へ貢献できるもの。 

3．人間の心と行動について生涯探求し、国際的・学術的な視点で心理学の応用と発

展に寄与できるもの。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://nur.ac.jp/examination/admission/#p1 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 新潟リハビリテーション大学 

設置者名 学校法人北都健勝学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 
収支計算書又は損益計算書 https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 
財産目録 https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 
事業報告書 https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 
監事による監査報告（書） https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画 

（名称：学校法人北都健勝学園事業計画書 対象年度：平成 22年度～令和 4年度） 

公表方法：https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 

中長期計画 

（名称：学校法人北都健勝学園中長期計画 対象年度：平成 27年度～令和 6年度） 

公表方法：https：//nur.ac.jp/about/public/org/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://nur.ac.jp/about/public/hyoka 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 医療学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://nur.ac.jp/kikanyoken/） 

（概要） 

教育基本法及び学校教育法 に基づき、「人の心の杖であれ」の精神を礎とした崇

高な倫理観を備え、優れた医療人と しての厳格さと慈愛を併せもつ全人教育を目指

し、わが国の医療分野に貢献することを目的とする。 

 

＜医療学部＞ 

豊かな人間性と広い見識・教養・技術を有する医療従事者及び教育研究者の育成

を目的とする。 

 

＜リハビリテーション学科＞ 

リハビリテーション分野において、総合的・学際的な高い能力を養うことを念頭

に置いた教育・研究を行うとともに、人間愛や道徳心に満ちた人間としての基本的

態度を兼ね備えたリハビリテーションの専門職業人を育成することを目的とする。 

 

＜理学療法学専攻＞ 

リハビリテーション医療の中でも中核となる理学療法の専門分野において、他職

種と連携できる幅広い知識・技術・応用力を体系的に培う教育研究を行い、高度で

専門的な知識をもち、臨床の場での即戦力と問題解決能力を兼ね揃えた理学療法士

の育成を行う。さらには障害者や高齢者だけでなく、疾病予防から健康増進に至る

までの、包括的な能力を兼ね備えた理学療法士の育成を目的とする。 

 

＜作業療法学専攻＞ 

心身に障害をもつ対象者に対して応用的動作能力又は社会的適応能力を回復する

ために行う作業療法の知識・技術を獲得するだけでなく、その人の人生の質（クオ

リティ・オブ・ライフ）にまで踏み込んで考えることができる作業療法士の育成を

目的とする。 

 

＜リハビリテーション心理学専攻＞ 

医療・保健・福祉及び教育等の領域で用いられる、対人援助の心理学理論と技術

を修得・研究し、暮らしと社会の中で、人間相互の理解と共助を積極的に促進し貢

献する、高い意志と知識を備えた人物を育成することを目的とする。 

 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://nur.ac.jp/kikanyoken/） 

（概要） 

卒業認定・学位授与の方針については、本学ホームページにて公開している。 

卒業認定については、最終年次に修得単位数を学部教務委員会・教授会にて確認

し、卒業要件単位数を満たしている者について、学長が卒業を認定している。 

 

［卒業認定・学位授与の方針］ 

＜理学療法学専攻＞ 

1． 理学療法士として高い倫理観と持ち、医療従事者としての使命感を自覚し、常に 



  

対象者に寄り添うことができるもの。 

2．理学療法士として必要な知識・技術を有し、卒後も常に専門領域の向上と発展に

惜しみなく努力を続け、他職種と協働しながら地域の医療・福祉に貢献できるも

の。 

3．理学療法士として常に探求を続け、国際的・学術的な視点で理学療法の発展に寄

与できるもの。 

＜作業療法学専攻＞ 

1．作業療法士として高い倫理観を持ち、医療従事者としての使命感を自覚し、対象

者の想いに寄り添いながら、対象者にとって意味のある作業を賦活することので

きるもの。 

2．作業療法士として対象者をめぐる他職種と協業しながら対象者の地域生活を支

え、地域社会に貢献することのできるもの。 

3．作業療法士として必要な知識・技術を有し、卒業後も作業療法へのあくなき探究

を続け、国際的・学術的な視点を持ち、作業療法の発展に寄与できるもの。 

＜リハビリテーション心理学専攻＞ 

1．社会人として高い倫理観をもち、他者と自己とのかかわりを自覚し、人間の心に

対する深い理解をもって他者に寄り添うことができるもの。 

2．学修してきた心理学的知識・技術を有し、人間が抱える心の諸課題に対し最善の

方策を講ずるべく誠意をもって努力し、地域社会へ貢献できるもの。 

3．人間の心と行動について生涯探求し、国際的・学術的な視点で心理学の応用と発

展に寄与できるもの。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://nur.ac.jp/kikanyoken/） 

（概要） 

大学の理念である「人の心の杖であれ」を基本として、確かな知識と技術、深い

教養と豊かな人間性を持ち、広く社会に貢献できる職業人の養成に向けた教育課程

を編成している。すなわち、幅広い教養と豊かな人間性・自立性・創造性・協調性

の修得をめざす「教養分野」、および確かな専門知識と技術の修得をめざす各専攻

の「専門分野」を組合せた学士課程教育を提供している。 

＜理学療法学専攻＞ 

1．教養分野の導入科目・人文科学・社会科学では医療従事者に必要とされる素養と

倫理観を学習し、自然科学分野において基礎的学力の向上を図る編成とする。 

2．理学療法士に必要とされる基礎医学・臨床医学・理学療法の専門分野を体系的に

学び、今後、医療・福祉分野で必要とされる知識・技術の修得が可能となるカリ

キュラム編成とする。 

3．国際的・学術的に理学療法学を学ぶために外国語や研究法を修得し、国際的・学

術的に活躍できるためのカリキュラム編成とする。 

＜作業療法学専攻＞ 

1．教養分野の導入科目・人文科学・社会科学では医療従事者に必要とされる素養と

倫理観を身につけ、自然科学分野において基礎的学力の向上を図るカリキュラム

編成とする。 

2．作業療法士に必要とされる基礎医学・臨床医学・作業療法の専門分野を体系的に

学び、今後、医療・福祉分野で必要とされる知識・技術の修得が可能となるカリ

キュラム編成とする。 

3．臨床実習の科目を、作業療法士としての臨床技能、臨床思考過程を主体的に学び、

地域で生活する対象者の支援を学ぶためのカリキュラム編成とする。 

4．国際的・学術的に作業療法学を学ぶために外国語や研究法を修得し、国際的・学

術的に活躍できるためのカリキュラム編成とする。 



  

＜リハビリテーション心理学専攻＞ 

1．教養分野の導入科目・人文科学・社会科学では、社会人として必要とされる素養

と倫理観を学習し、人間と社会を知るための科学的な知識・思考力の修得を図る

編成とする。 

2．専門基礎分野では、心理学基礎領域をはじめ、人間の行動を心身両面から科学的

に把握することを目的に他領域の知識の修得も図る編成とする。特に医学領域で

は、他の心理学専攻には類を見ない「解剖学」、「生理学」等の医学系科目をも

含む編成とする。 

3．専門分野では、心理学応用領域としての「心理療法」、「産業カウンセリング」、

「芸術療法」等、リハビリテーションや治療的介入としての心理学的知識・技術

の習得が可能となる編成とする。「臨床実習」では、公認心理師の養成カリキュ

ラムに則った医療・福祉・教育分野等での実習体制を整えている。 

4．学術的に科学としての心理学を学ぶために外国語や研究法を修得し、将来、国際

的に広く活躍できるためのカリキュラム編成とする。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://nur.ac.jp/kikanyoken/） 

（概要） 

＜医療学部・リハビリテーション学科＞ 

  リハビリテーション分野において地域社会や国際社会に貢献するためには、人間愛

や道徳心を持ち、広い視野に立って専門性の高い知識や技術を身につけることが求

められ、以下に示す「主体性・多様性」、「知識・理解」、「思考・判断・態度」、

「技能・表現」の項目に挙げる内容を重視し入学者受け入れを行う。 

  

主体性・多様性 

   人の心と体を理解するには、弱者を含めた多様な地域社会・国際社会への洞察

力が必要となってきます。従って日頃より答えのない問題に自分で答えを見出し、

自分の意見を持っていることが重視されます。 

知識・理解 

   大学の授業の土台となる知識として、人文科学、自然科学、社会科学の基礎を

しっかりと勉強しておくことが、入学後の学修にとってきわめて重要です。 

思考・判断・態度 

   地域社会・国際社会との関わりにおいては、「人の心の杖であれ」の精神を理解

し人間愛や道徳心を持って考え行動することができる人が求められます。 

技能・表現 

     国際的視点に立って専門性のある知識と技能を身につけること、また自己表現

力・他者理解力を養う努力を怠らない人が求められます。 

 

入試区分ごとの方針 

総合型選抜 

入試 

総合型選抜入試は、将来、医療・福祉等の専門職および社会人となる資質・能力を有

し、入学後、その資質・能力をさらに向上させる高い可能性を秘めた人を見出すため

に実施するものです。そのため総合型選抜入試で求める学生像は本学の教育方針を理

解し①多様な地域社会・国際社会への問題意識と自分の意見を有している人、②医

療・福祉等の専門知識の修得を目指す明確な目的を持った人、③入学後の勉学に取り

組める姿勢や意欲・熱意が認められる人です。 

学校推薦型 

選抜入試 

学校推薦型選抜入試は、出身高等学校の推薦により高等学校における学習を十分理解

し、医療専門職および社会人を目指す明確な意志を持った人を見出すために実施する

ものです。そのため学校推薦型選抜入試で求める学生像は本学の教育方針を理解し幅

広い基礎学力(特に国語力)に加え、学習習慣をしっかりと身に付けた人です。 

一般選抜 

入試 

一般選抜入試は、学力を重視し実施されますが、本学で学んだ医療関連の知識および

社会人となるための知識・教養を社会に還元しようとする明確な意思を持った人を対

象とします。そのため一般選抜入試で求める学生像は本学の教育方針を理解し①医療

専門職を目指すための十分な基礎学力(特に国語力)を持った人、②医療・福祉等の専

門知識の修得を目指す明確な目的を持った人です。 

 



  

＜理学療法学専攻＞ 

理学療法学専攻では、以下のような資質を有する人を積極的に受け入れます。 

1．理学療法における専門的知識や技術を身につけるために十分な基礎的学力（特に

国語、英語、理科の学力）を有する。 

2．豊かな人間性や実践的治療技術を養うために不可欠なコミュニケーション能力を

有する。 

3．医療従事者として社会の発展に寄与しようとする強い意志を有する。 

4．他者との協調性と他者への思いやりの心を有する。  

＜作業療法学専攻＞ 

作業療法学専攻では、以下のような資質を有する人を積極的に受け入れます。 

1．作業療法における専門的知識や技術を身につけるために十分な基礎的学力（特に

国語、英語、理科の学力）を有する。 

2．医療の専門職としての自覚を忘れず、常に作業療法専門技術の修得と研究に対す

る努力を怠らない。 

3．気持ちが不安定になっているリハビリテーション対象者へ精神的援助を与えるこ

とができる人またはそのための努力を怠らない。 

4．関連する他の医療・福祉の専門職と連携するためのコミュニケーション能力を有

する人またはそのための努力を怠らない。 

＜リハビリテーション心理学専攻＞ 

リハビリテーション心理学専攻では、以下のような資質を有する人を積極的に受

け入れます。 

1. リハビリテーション心理学における専門的知識や技術を身につけるために十分

な基礎的学力（特に国語、英語、社会の学力）を有する。 

2．人間の心の原理や多様性に関心があり、心の働きが社会を形成し、また、社会が

心に影響を与える関係性について興味・関心をもっている。 

3．人間の心が抱える悩みや疾病によって生じる個人や社会の課題に対して、共感と

問題意識をもちながら積極的な貢献を目指す。 

4．自らの心のあり方にいつも意識を向けながら、人間の心の働きを多角的に考え、

新たな自分の発見と変化を求めることができる。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 



  

 
 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2人 － 2人 

医療学部 － 9人 2人 10人 6人 2人 31人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 33人 33人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

医療学部 75人 65人 86.7％ 320人 246人 76.9％ 若干人 0人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 75人 65人 86.7％ 320人 246人 76.9％ 若干人 0人 

（備考） 

 



  

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

医療学部 
59人 

（100％） 

2人 

（3.4％） 

48人 

（81.4％） 

9人 

（15.3％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
59人 

（100％） 

2人 

（3.4％） 

48人 

（81.4％） 

9人 

（15.3％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

  シラバスについては、本学学部教務委員会が作成した「シラバス作成マニュアル」に基づ

き、授業の方法、授業の内容、年間の授業の計画、到達目標、成績評価の方法・基準、授業

時間時間外に必要な学習の内容等について、科目担当教員が作成している。また、実務経験

のある教員等による授業科目については、その旨も記載している。 

作成後のシラバスデータは、システムの年度更新時（3月末）に、学内者のみが閲覧可能な

ポータルサイト上で公開するのみならず、広く一般の方々が閲覧可能な本学ホームページ

上のサイトで公表している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 授業科目の学修成果の評価については、「取り組む力・知識」、「思考・推論・創造の力」、

「コラボレーションとリーダーシップ」、「発表力」、「学修に取り組む姿勢」の 5つの評

価指標を軸に、試験、レポート、成果発表等、あらかじめシラバスにて明示した評価方法・

基準にて、科目担当教員が行っており、その結果をもって単位の授与・履修の認定を行って

いる。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

医療学部 
リハビリテーショ

ン学科 
126単位 有・無 単位 



  

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://nur.ac.jp/kikanyoken/ 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

医療学部 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

理学療法学専攻 

作業療法学専攻 

1,000,000円 350,000円 400,000円 

その他内訳 

施設設備整備費 250,000円 

実験実習費 150,000円 

ﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ心理

学専攻 

700,000円 350,000円 300,000円 

その他内訳 

施設設備整備費 250,000円 

実験実習費 50,000円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、入学時よりゼミ制を敷き、導入教育から国家試験対策・卒業論文作成まで

一貫してきめ細やかな学生指導を行っている。併せてクラス担任制も導入し、クラス単

位で共通の指導を受ける機会を設けている。 

2021年度は 2020年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策とし

て、遠隔授業を取り入れ、学生に対しても機器操作等の支援を行った。 

また、行動指針の作成や学生支援に関する窓口の明示など、学生に対する速やかな情

報提供を行った。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生が自身の進路選択について主体的に考え、行動できるようキャリア支

援センターが中心となって進路選択に係る支援を行っている。またゼミ担当教員とキャ

リア支援センターが連携、情報共有し、就職に関する相談や面接指導等、様々な学生の

ニーズに対応をしている。 

新型コロナウイルス感染症の影響により 2020 年度は全面的にオンラインを活用した

が、2021 年度は外部講師を招いての対面での講演会を再開し，一部オンラインによる

セミナーも実施した。各学年対象の自己理解セミナー、インターンシップに向けたガイ

ダンス、履歴書・面接対策セミナーなどを行った。 

例年対面で実施している 4年生対象の就職説明会についても、2020年度より WEB

説明会に形式を変更して開催している。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

ゼミ担当教員と学生が定期的に面談を行っており、面談結果については学習センター

が中心となり学習面、生活面について状況を確認・管理し、問題点については必要な支

援を行うことができるよう大学全体で対応している。また、必要があれば外部カウンセ 



  

ラーとの面談を推奨するなど、多様な学生がそれぞれを尊重し、各自の目標へ向けて前

進していけるような環境を整備している。 

また、保健室が中心となり、年 1回の定期健康診断を実施し、学生の健康管理を行っ

ている。 

さらに、大学併設のクリニックにおいて、各種感染症の予防接種や、抗体価検査など 

も実施している。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://nur.ac.jp/about/public/disc_edu/ 

 


